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１．社会調査士／専門社会調査士資格制度概要

• 一般社団法人社会調査協会が、わが国における社会調査の質の向上を
めざし2004年度からスタートさせた民間資格制度。

• 本学は2005年度より参加。

• 所属学部／研究科に関わりなく、所定の単位を修得した卒業者（修了
者）で、資格認定申請手続きを経た者が取得可能。

◆資格制度参加校(2023年度) 

［社会調査士］201大学 270機関 ［専門社会調査士］71大学院 83機関



社会調査士資格（学部卒業者向け）

• 社会調査に関する基礎的な知識・技能、相応の応用力と倫理観を身
につけた人材を認定するもの。

• 「調査企画から報告書作成までの社会調査の全過程を学習すること
により、基本的な調査方法や分析手法の妥当性、またその問題点を
指摘することができます。」（社会調査協会サイトより）



専門社会調査士資格（大学院修士課程修了者向け）

• 社会調査に関するより高度な専門知識・技能、倫理観に加え、社会
調査の企画設計から報告書の作成に至る高度の実践的能力を身につ
けた人材を認定するもの。

• 「調査の問題点や妥当性等の指摘はもちろんのこと、多様な調査手
法を用いた調査企画能力、実際の調査を運営管理する能力、高度な
分析手法による報告書執筆などの実践能力を有しています。」（社
会調査協会サイトより）



一橋大学からの申請状況

• 2023年度までの資格取得者数（累計）

［社会調査士］全国 42,891名 ［専門社会調査士］全国 922名

本学 161名 本学 84名

• 2023年度本学資格取得者数 （2023年4月申請者）

［社会調査士］本学 11名 ［専門社会調査士］本学 9名
（同時申請者9名を含む） （社会調査士との同時申請者9名）

※2024年度資格申請者は現在受付中（3/19期限）



２．資格要件

「社会調査士資格」を大学卒業時に申請する場合
（9月卒業の場合も同様）

１．学部を卒業

２．標準カリキュラム※ A～Gに対応した科目単位を取得する

こと（E/Fは選択制）

※標準カリキュラムについては後述



「専門社会調査士資格」を大学院修士修了時に
申請する場合

１．社会調査士資格を有すること

２．標準カリキュラム H～J に対応した科目単位を取得すること

３．社会調査データを用いた研究論文を修士（博士）論文

もしくは他の形態において発表していること

４．修士修了

「専門社会調査士資格（同時申請）」について

• 社会調査士資格を有していない場合であっても、専門社会調査士資格を取得する際、
同時に申請することも可能。

• この場合、G科目は不要。



「専門社会調査士」資格申請の際に提出する「研究論文」について

「社会調査データ(質的・量的は問わない)を

用いて独自に執筆した実証的研究論文」とし

て認められるためには、少なくとも以下の情

報が、論文自体のなかに明記されていること

が、一般に期待される。

➢ 調査の内容／概要

➢ 調査の範囲／対象

➢ 主な調査項目

➢ データ収集の方法と結果 （対象数、該当
する場合は回収率等を含め）

➢ 調査の実施時期・調査地

➢ 調査における自身の担当役割（とくに共同
調査の場合）

専門社会調査士認定規則（抜粋）－－－－－－－－－－

第２条 専門社会調査士の資格を認定されるためには、原則として次の各
号をすべてみたしていなければならない。

(1)～(3)略

(4)社会調査データ(質的・量的は問わない)を用いて独自に執筆した実証
的研究論文を修士(博士)論文もしくは他の形態において 発表しており、
かつその論文が専門社会調査士の資格にふさわしいと、社会調査協会にお
いて認められること。

２ 前項(4)号に定める研究論文は、本人の執筆部分が明確であれば、共同
論文の一部であってもよい。

３ 第１項(4)号に定める研究論文は、修士論文もしくは博士論文として合
格しているか、雑誌ないし編著書に掲載されているか、報告書ないしワー
キングペーパーの形で広く配布されているか、あるいは投稿論文として受
理されて審査中ないし掲載が決定されているか、など一定の公共的な学問
の場に提示されたものであることをもって「発表されている」とみなす。
ただし、個人のホームページ上の掲載は除く。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－



大学在学中に申請する場合

「社会調査士資格（キャンディデイト）」

１．在籍期間が1年以上であること

２．標準カリキュラムA～Gに対応した科目単位を申請時までに、

3科目以上単位取得

３．２の単位取得済み科目と申請年度履修中の科目の合計が

5科目以上であること

（ただしE/F科目は選択制のため１科目と数える）

※正規資格への変更手続き有効期限：4年



大学院在学中に申請する場合

「専門社会調査士資格（キャンディデイト）」

１．社会調査士資格を取得していること

２．大学院に在籍していること

３．標準カリキュラム H～J に対応した科目のすべてを申請時

までに、単位取得済み、もしくは履修中であること

※正規資格への変更手続き有効期限：3年



３．本学での履修（2024年度認定申請科目）

◆社会調査士資格対応

資格取得のための要件科目（必修） 対応する開講科目 単位数

Ａ．社会調査の基本的事項に関する科目 社会調査論 2

Ｂ．調査設計と実施方法に関する科目 社会調査法Ⅰ 2

Ｃ．基本的な資料とデータの分析に関する科目 社会調査法Ⅱ 2

Ｄ．社会調査に必要な統計学に関する科目 量的データ解析法Ⅰ 2

Ｇ．社会調査を実際に経験し学習する科目 ※
ゼミナール（3年）
（赤嶺、石居、佐藤[圭]、数土、堂免、根本、山田）

4

資格取得のための要件科目（選択必修） 対応する開講科目 単位数

Ｅ．多変量解析の方法に関する科目 量的データ解析法Ⅱ 2

Ｆ．質的な調査と分析の方法に関する科目 質的調査研究 2



◆専門社会調査士資格対応

資格取得のための要件科目（必修） 対応する大学院開講科目 単位数

Ｈ．調査企画・設計に関する演習(実習)科目 社会調査Ⅰ 2

Ｉ．多変量解析に関する演習(実習)科目 社会調査Ⅱ 2

Ｊ．質的調査法に関する演習(実習)科目 質的研究と方法、教育の研究方法論A 2

※本学での取得科目と他大学(機関)での取得科目を併せて申請することが可能

・社会調査協会S科目講習会受講（同時申請者向け）

・他大学の科目等履修生制度利用

※大学院生は学士課程での取得科目も併せることが可能



◆社会調査士標準カリキュラム

【 A 】社会調査の基本的事項に関する科目

社会調査の意義と諸類型に関する基本的事項を解説する科目。社会調査史、社会調査の目的、調査方法論、調査倫理、調査の種類と実例、量的調査と質的調査、
統計的調査と事例研究法、国勢調査等の公的統計、学術調査、世論調査、マーケティング・リサーチなどのほか、調査票調査やフィールドワークなど、資料や
データの収集から分析までの諸過程に関する基礎的な事項を含む。）

【 B 】調査設計と実施方法に関する科目

社会調査によって資料やデータを収集し、分析しうる形にまで整理していく具体的な方法を解説する科目。調査目的と調査方法、調査方法の決め方、調査企画
と 設計、仮説構成、対象者の選定の諸方法、サンプリング法（全数調査と標本調査、無作為抽出、標本数と誤差など）、質問文・調査票の作り方、調査の実施
方法（調査票の配布・回収法、インタビューの仕方など）、調査データの整理（エディティング、コーディング、データクリーニング、フィールドノート作成、
コードブック作成）など。

【 C 】基本的な資料とデータの分析に関する科目

公的統計や簡単な調査報告・フィールドワーク論文が読めるための基本的知識に関する科目。単純集計、度数分布、代表値、散布度、クロス集計などの記述統
計データの読み方や、グラフの読み方、また、それらの計算や作成のしかた。さまざまな質的データの読み方と基本的なまとめ方。相関係数など基礎的統計概
念、因果関係 と相関関係の区別、擬似相関の概念などを含む。

【 D 】社会調査に必要な統計学に関する科目

統計的データをまとめたり分析したりするために必要な、推測統計学の基礎的な知識に関する科目。確率論の基礎、基本統計量、検定・推定理論とその応用
（平均や比率の差の検定、独立性の検定）、サンプリングの理論、属性相関係数（クロス表の統計量）、相関係数、偏相関係数、変数のコントロール、回帰分
析の基礎など。

【 E 】多変量解析の方法に関する科目

社会調査データの分析で用いる基礎的な多変量解析法について、その基本的な考え方と主要な計量モデルを解説する科目。重回帰分析を基本としながら、他の
計量モデル（たとえば、分散分析、パス解析、ログリニア分析、ロジスティック回帰分析、因子分析、数量化理論、マルチレベル分析など）の中から若干のも
のをとりあげる。



【 F 】質的な調査と分析の方法に関する科目

さまざまな質的データの収集や分析方法について解説する科目。参与観察法、フィールドワーク、インタビュー等の質的調査の方法、および、ライフヒスト
リー分析、会話分析、ドキュメント分析、内容分析、グラウンデッドセオリー、ビジュアルデータ分析等の質的データの分析法（質的データ分析ソフトの使用
方法を含む）など。

【 G 】社会調査を実際に経験し学習する科目

調査の企画から報告書の作成までにまたがる社会調査の全過程について、体験を通じて学習する科目で、中心となるものは量的調査あるいは質的調査のどちら
でもよい。調査の企画、仮説構成、調査項目の設定、質問文・調査票の作成、対象者・地域の選定、サンプリング、調査の実施（調査票の配布・回収、 面接等
データ収集）、インタビューなどのフィールドワーク、フィールドノート作成、エディティング、集計、分析、仮説検証、報告書の作成。また、実際にアプリ
ケーショ ン・ソフトを利用した量的データの統計的分析の実習、もしくは、質的データの分析ないし事例研究を行う実習を含む。

◆専門社会調査士標準カリキュラム

【 H 】調査企画・設計に関する演習（実習）科目

社会調査を実践的に企画・設計し、実施し、分析・集計をおこなうための実践的な知識と能力を習得する科目。調査方法論、調査倫理を踏まえ、調査方法の決
定、調査企画と設計、仮説構成、調査票の作成、サンプリングないし対象者・フィールドの選定、実査、調査データの整理（エディティング、コーディング、
データクリーニング、フィールドノート作成、コードブック作成）、比較的簡単な量的分析とグラフ作成、質的な分析、以上に基づく報告ペーパーの作成など
に関する実践的な授業科目。

【Ｉ】多変量解析に関する演習（実習）科目

数理統計学の基礎を踏まえながら、多変量解析（重回帰分析、パス解析、分散分析、共分散分析、ログリニア分析、ロジット分析、主成分分析、因子分析、多
次 元尺度法、クラスター分析、数量化理論、生存時間分析、共分散構造分析など）に共通する計量モデルを用いた分析法を基本的に理解し、それらのうちのい
くつかについては、コンピュータを用いて実際に使用することのできる能力を習得する科目。

【Ｊ】質的調査法に関する演習（実習）科目

新聞・雑誌記事、資料文書、映像、放送、音楽などの質的データの分析法（内容分析等）を習得するとともに、さまざまな質的調査法（聞き取り調査、参与観
察法、ドキュメント分析、フィールドワーク、インタビュー、ライフヒストリー分析、会話分析など）に関する基本的理解を踏まえながら、そのあるものにつ
いての実践的な能力を習得する科目。



※拡大してご覧ください。





４．資格認定申請手続き

◆2024年度スケジュール
社会調査協会 学 内 内 容

※2023年度
3月21日（木）～ 4月5日（金）

3/1 掲示
3/19 学内提出期限

社会調査士および専門社会調査士資格申請受付

6月 1日付 － 社会調査士および専門社会調査士資格認定結果発表

6月７日（金）～ 7月1日（月）
6/初 掲示
6/20頃 学内提出期限

社会調査士（キャンディデイト・第1回）資格申請受付

10月 1日付 － 社会調査士（キャンディデイト・第1回）資格認定結果発表

10月3日（木）
～ 10月23日（水）

8/末 掲示
9/10頃 学内提出期限

社会調査士（9月卒業生対象）資格申請受付

9/末 掲示
10/15頃 学内提出期限

社会調査士（キャンディデイト・第2回）、および 専門社会調査士
（キャンディデイト） 資格申請受付

12月 20日付 －
社会調査士（9月卒業生対象）、社会調査士（キャンディデイト・
第2回）、専門社会調査士（キャンディデイト）資格認定結果発表

2025年
3月下旬～ 4月上旬頃

3/初 掲示
3/20頃 学内提出期限

社会調査士および専門社会調査士資格申請受付



◆審査・認定手数料（税込） 2024年3月現在

社会調査士 16,500円

社会調査士（キャンディデイト） 16,500円

社会調査士［資格変更］ 5,500円

専門社会調査士 33,000円

専門社会調査士（同時申請） 44,000円

専門社会調査士（キャンディデイト） 22,000円

専門社会調査士［変更審査］ 16,500円



5．社会調査士資格制度に関する情報

★社会調査協会サイト メイン ［ https://jasr.or.jp/ ］

学生向け ［ https://jasr.or.jp/students/ ］

社会調査NOW ［ https://jasr.or.jp/online/index.html ］

★一橋大学社会調査士／専門社会調査士資格制度案内サイト

お知らせ、本学における履修、Q&A等［ https://www.soc.hit-u.ac.jp/~hccsr ］

★学務情報システムCELS（通知類掲載）

掲示板、ダウンロードセンター [008.各種プログラム→社会調査士資格申請］

★｢学士課程ガイドブック｣｢学生便覧｣｢社会学部履修ガイド｣｢社会学研究科履修ガイド｣

☆問い合わせ：社会学研究科社会調査士担当 chosasi@soc.hit-u.ac.jp

（磯野研究館418 社会調査室）
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